
令和７年度　 学校経営 

 

１　経営の基調 

 (1)　日本国憲法・教育基本法・学校教育法等の関係法令を基に、鹿児島県及び志布志市の教育方針・

 　　教育振興基本計画を踏まえた教育を推進する。

 (2)　生徒の実態や心身の発達段階・特性、地域の実情を踏まえるとともに、創立以来築かれてきた文

　　化と伝統を継承しつつ、豊かな郷土の教育的風土を生かした心豊かで生きる力を備えた生徒の育成

 　　を目指す。

 (3)　教師の力量を高めるとともに保護者や地域の教育力を活用しながら、小・中・高等学校・特別支

 　　援教育諸学校及び関係機関との連携を密にし、教育目標の具現化に努める。

 

２　経営の方針 

 (1)　校訓「誠実・気魄・根気」のもと、「生きる力」を育み、社会に開かれた教育課程の編成と実現

 　　を目指し、責任を果たす学校づくりに努める。

 (2  )　豊かな心を育み、活気があり、敬愛の心を培う笑顔あふれる校風づくりに努める。

 (3  )　生命尊重及び人間尊重の精神と人権感覚を高める学校づくりに努める。

 (4)  キャリア教育を基盤とし、生徒一人一人に夢・希望を持たせ、確かな学力と主体的に学び続ける

 　　態度を育む教育に努める。

 (5)　保護者や地域住民の意見を効果的に反映するとともに、地域との人材交流を活発に進め、開かれ

 　　た学校づくりに努める。

 (6)　業務改善を推進し、職員一人一人が働きやすい環境を整えるとともに、不祥事、事故のない信頼

 　　される学校づくりに努める。

 

３　教育目標 

 自己の夢実現に向けて、考え、判断し、行動できる生徒の育成

 

【スローガン】　　～顔をあげて胸をはって自分の言葉で～

めざす教師像 めざす学校像 めざす生徒像

 ○　授業力・人間力を身につけ ○　笑顔と活気のあふれる ○　お互いを認め合い、高め

 　た教師 　学校                     　合う生徒　　　　【誠実】

○　人権尊重の姿勢を基本に生 ○　誇りと意欲を持って学び ○　健やかな身体を持ち、力

　徒に寄り添える教師 　合える学校             　強く行動する生徒　【気魄】

○　保護者・地域に信頼される ○　保護者・地域と連携し信 ○　粘り強く考え、探求し 
　教師 　頼される学校    　続け挑戦する生徒【根気】

 

４　教育実践に当たって 

 (1)　松山中学校は、公教育の場として常に公正・公平を旨とし、生徒一人一人の生命と人権を尊重し

 　　た教育を実践する。

 (2)　教育は、人格のふれあいの中で行われる精神的な営みであり、松山中学校の教師は共感的理解と

 　　深い教育愛による教育を実践する。

 (3)　すべての活動は、学校教育目標の具現化を図ることが使命である。松山中学校の教師は、その使

 　　命感を常にもって教育活動を実践する。

 (4)　松山中学校の教師は、常に改善意識を持つとともに、生徒・保護者・地域の願いを受け止め、更

 　　によりよい教育活動を求め、自らによって創造する。


